
丁一一

北埋淵報 97

函館市

中野B遺跡

函館空港拡張整備工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書－
－

第1分冊

第I章

第Ⅱ章

第Ⅲ章

調査の概要

遺跡の位置と環境
遺構

平成4 ． 5年度

財団法人北海道埋蔵文化財センター



工E 謹呈壼函館市中野B遺跡(平成4．5年度） 第4分冊

｜ ’
頁 行 頤誤

図Ⅵ－128住居跡間の接合遺物(1) 135挿図目次 ｜ 図VI-128住居跡出土遺物量と器種別比(1)…135

図Ⅵ－129住居跡間の接合遺物(2) 136挿図目次 ｜ 図VI-129住居跡出土遺物量と器翻り比(2)…136

図Ⅵ－130住居跡間の接合遺物(3) 137挿図目次 ｜ 図Ⅵ－130住居跡出土遺物錘と器種別比(3)…137

図Ⅵ－131住居跡間の接合遺物(4) 138挿図目次 ｜ 図Ⅵ－131住居跡出土麹勿量と器種別比(4)-･138

図Ⅵ－132住居跡間の接合遺物(5) 139挿図目次 ｜ 図Ⅵ－132住居跡間の接合遺物(1) 139

図W-133住居跡間の接合遺物(6) 140挿図目次 ｜ 図VI-133住居跡間の接合遺物(2) 140

図Ⅵ－134住居跡間の接合遺物（7） 141
挿図目次 ｜ 図VI-134住居跡間の接合巡物(3) lイ1

図Ⅵ－135住居跡出土遺物量と器種別比(1)…142挿図目次 ｜ 図Ⅵ－135住居跡間の接合遺物（4） 142

図Ⅵ－136住居跡出土遺物量と器種別比(2)"･143挿図目次 ｜ 図Ⅵ－136住居跡間の接合遺物（5） 143

図Ⅵ－137住居跡出土遺物量と器種別比(3) ･-144挿図目次 ｜ 図Ⅵ－137住居跡間の接合遺物(6) 144

図Ⅵ－138住居跡出土遺物量と器種別比(4) ･･ ･145挿図目次 ｜ 図W-138住居跡間の接合遺物(7) 146

図Ⅵ－128住居跡間の接合遺物(1)図Ⅵ－128住居跡出土鐡勿量と器種別比(1)135 ｷｬﾌｼｮﾝ

136 ｷﾔﾌｼｮﾝ 図Ⅵ－129住居跡間の接合遺物（2）図Ⅵ－129住居跡出土遺物堂と器種別比(2)

図Ⅵ－130住居跡間の接合遺物(3)図Ⅵ－130住居跡出土避吻量と器種別比(3)137 1ｷｬﾌｼｮﾝ

図Ⅵ－131住居跡間の接合遺物（4）図Ⅵ－131住居跡出土遺物量と器種別比(4)138 1ｷｬﾌｼｮﾝ

図VI-132住居跡間の接合遺物(5)図VI-132住居跡間の接合遺物(1)
.ｰ

139 1ｷｬﾌｼｮﾝ

図Ⅵ－133住居跡間の接合遺物(6)図Ⅵー133住居跡間の接合遺物(2)140 1ｷｬﾌｼｮﾝ

図Ⅵ－134住居跡間の接合遺物（7）図Ⅵ－134住居跡間の接合遺物（3）141 1 ｷｬﾌｼｮﾝ

図Ⅵ－135住居跡出土遺物量と器種別比(1)図Ⅵ－135住居跡間の接合遺物(4)142 1 ｷｬﾌｼｮﾝ

図Ⅵ－136住居跡出土遺物量と器飛賜り比（2）図Ⅵ－136住居跡間の接合遺物(5)143 1ｷｬﾌｼｮﾝ

図VI-137住居跡出土遺物量と器鋤l1比(3)図Ⅵ－137住居跡間の接合遺物(6)14イ ｜ｷｬﾌｼｮﾝ

図VI-138住居跡出土遺物量と器種別比(4)図Ⅵ－138住居跡間の接合遺物(7)145 1ｷｬﾌｼｮﾝ

138～141頁図Ⅵ-131～134はカラー印刷の別刷りに差し替え、苔征
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第Ⅵ章遺物の分布・接合関係について
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函館市中野B遺跡平成4．5年度
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第Ⅵ章遺物の分布・接合関係について
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報告書抄録

ふ り がな なかのび－ぃせき

中野B遺跡書 名

副 書 名 函館空港拡張整備工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シ リ ーズ名 側北海道埋蔵文化財センター調査報告書
今P

シリーズ番号 第97集

編著者名 高橋和樹･和泉田毅･遠藤香澄･花岡正光･谷島由貴･熊谷仁志･山原敏朗･村田大･倉橋直孝･宗像公司

編集機関 財団法人北海道埋蔵文化財センター

所 在 地 〒064北海道札幌市中央区南26条西11丁目

西暦1996年3月25日

TIII, 011-561-3131

発行年月日

コー ド
ふりがな

所収遺跡

ふ り がな

所 在 地

調査面積

㎡
北緯 東経 調査期間 調査原因

市町村｜遺跡番号

函館空港拡

張整備工事

に伴う事前

調査

紅かのび＝いせき

中野B遺跡
lまこだてしなかのちよう

函館市中野町

98－1ほか

41.

46'

00"

140.

50'

40〃

01202 ; B-01-39 19920420～

19930326 3550

*

ﾛ

ﾛ

19930420~

19940325 1121(）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺物 主な遺物 特記事項

竪穴住居

土城

焼土

集石

171軒

80基

5カ所

3基

縄文時代早期中葉（住

吉町下層式､ムシリI

式を伴う時期）の大集

落跡で、多数の住居跡

が複雑に重複している。

石皿、すり石、たたき

石、石錘などの礫石器

特に石錘が多量に出土

している。

縄文土器

住吉町下層式

ムシリI式

表館Ⅵ群

石器

石鑛、石槍、石錐、

彫器様石器、箆状石

器、石匙、石皿、す

り石、たたき石、石

斧、砥石、石錘

土・石製品

土器片錘､有孔円盤、

環状石斧

縄文時代

早期中葉

中野B遺跡 集落跡

縄文時代 13基Tピット
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口絵 2

住居跡群



口絵 3

調査風景

調査風景



口絵4

縄文時代早期の土器
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I群D類の土器

I群E類の土器
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I群F類の土器
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● 趣竃

士製品石製品

P-40出土の環状石斧
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I群D類土器に伴う石器
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1．本書は、平成4年度および平成5年度に、函館空港拡張整備工事用地内において、財団法人北海

道埋蔵文化財センターが調査を実施した、函館市中野B遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

なお、平成5年度分については、空港滑走路センターラインより南に位置する調査区についての

報告であり、センターラインより北の地区については、次年度以降に報告する予定である。

2．発掘調査および報告書の作成は、調査部調査第4課が行った。本書の構成は、編集の都合上、 5

分冊とした。

3．中野B遺跡の調査は、平成4年度に開始された継続事業であり、竪穴住居跡や土・墓曠、焼土、

集石、Tピットなどの遺構番号は平成4年度からの連番である。途中で欠番が生じたものについて

は、当該年度中や次年度以降に欠番を補填するよう努めており、遺構番号の序列は必ずしも検出の

順番を示すものではない。

4．各章。節の執筆担当は、文末の記名によって示した。竪穴住居跡や土・墓壊、焼土、集石、Tピッ

ト等遺構の図版作成、執筆は、原則的に、現地で精査に従事した調査員が、それぞれ分担し、文末

に文責を掲げた。

5．第4分冊第Ⅷ章に掲載の各種分析・同定については、次の方々に執筆を依頼した。

l 山田治（京都産業大学理学部)、 2藁科哲夫（京都大学原子炉研究所)、 3花岡正光、 4

岡村聡（北海道教育大学札幌校地学教室） ・前田寿嗣（札幌市立向陵中学校)、 5㈱ズコーシャ、

6吉崎昌一（北海道大学文学部） ・椿坂恭代（北海道大学埋蔵文化財調査室)、 7水島未記

（北海道開拓記念館）

6．石材鑑定は、花岡正光が行った。

7．現地の写真撮影は、和泉田毅。谷島由貴・山原敏朗・村田大。倉橋直孝が、遺物の写真撮影は、

村田大が行った。写真台帳・アルバムの整理、写真図版の作成は、主に尾美里子が従事した。

8．遺構図は、調査員が作成、整理したものを、主に和泉田毅がトレースした。

9．遺物分布図、接合図、集計表等の整理・作成には主に大坂篤美。貝田和子が従事し、谷島由貴が

統括した。

10．土器の接合、復元、拓本には、主に高橋慶子。田川幸子・種市伊津子・手嶋敦子。鳴海ゆり子・

前川紀子・山木良子。渡辺幸が従事し、土器の実測・ トレースは、主に山下かず子・佐々木由紀

乃・種市幸紀が行い、これらの作業は遠藤香澄。熊谷仁志が統括した。

11．石器の接合、計測、集計等には、主に千田照子・波多野にな子・服部たえ子が従事し、石器の実

測。 トレースは、主に渡部久美子・岡崎ゆかり・細田美佳子・柳谷りさが行い、これらの作業は山

原敏朗・宗像公司が統括した。

12． フローテーション試料の大まかな選別作業には、岡葉子が従事した。

13．調査にあたっては、下記の機関および人々の指導ならびに協力を得た（順不同、敬称略、所属は

調査時点)｡

文化庁、奈良国立埋蔵文化財研究所、福島県文化財保護審議会中村五郎、北海道教育委員会木

村尚俊・畑宏明・種市幸生。大沼忠春・長沼孝・田才雅彦・中田裕香、函館市教育委員会田

原良信・中村公宣・佐藤智雄・落合治彦。野辺地初雄、市立函館博物館野村祐一、函館市北方民

族資料館長谷部一弘、函館市立図書館、七飯町教育委員会石本省三、上磯町教育委員会森靖



裕、戸井町教育委員会古屋敷則雄、南茅部町教育委員会阿部千春・福田裕二・山口敦・小林

貢、木古内町教育委員会鈴木正語・管野文二・三上英則・大矢内愛史、森町教育委員会藤田登、

八雲町教育委員会三浦孝一・柴田信一、知内町教育委員会高橋豐彦、松前町教育委員会久保

泰・前田正憲、上ノ国町教育委員会松崎水穂。斎藤邦典。佐藤一志・柳沼弥生、乙部町教育委員

会森広樹・仙庭晋一、江差町教育委員会藤島一巳、今金町教育委員会寺崎康史、倶知安町教

育委員会矢吹俊男、余市町教育委員会宮宏明、小樽市教育委員会石川直章、札|幌市教育委員

会加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久、千歳市教育委員会大谷敏三・田村俊之・高橋理・

豊田宏良、恵庭市教育委員会上屋真一・松谷純一、江別市教育委員会高橋正勝。直井孝一・園部

真幸・野中一宏・稲垣和幸、石狩町教育委員会石橋孝夫・工藤義衛、苫小牧市教育委員会佐藤一

夫・宮夫靖夫・工藤肇・渡辺俊一・二階堂啓也・鈴木耕栄・赤石慎三、平取町教育委員会森岡

健治、旭川市教育委員会斎藤傑。瀬川拓郎・友田哲弘、富良野市教育委員会杉浦重信、名寄市

教育委員会氏江敏文・鈴木邦輝、稚内市教育委員会内山真澄、枝幸町教育委員会佐藤隆広、紋

別市教育委員会佐藤和利、常呂町教育委員会武田修、斜里町教育委員会金盛典夫、羅臼町教

育委員会涌坂周一、美幌博物館小林敬・荒生健志、浦幌町教育委員会後藤秀彦、帯広百年記

念館北沢実、釧路市立郷土博物館西幸隆・松田猛・石川朗、北海道開拓記念館野村

崇・平川善祥・山田悟郎・右代啓視・水島未記、国立歴史民俗学博物館西本豊弘、東京大学宇田

川洋、新美倫子、早稲田大学金子浩昌、北海道教育大学函館分校千代肇、同札幌分校岡村聰、

札幌市立向陵中学校前田寿嗣、札幌大学木村英明、札幌医科大学百々幸雄・大島直行・石田

肇、北海道大学吉崎昌一。椿坂恭代。大井晴男・菊池俊彦・林謙作・天野哲也、青森県立郷土

館福田友之、青森県埋蔵文化財調査センター成田滋彦・三浦圭介・鈴木克彦、三沢市歴史民俗博

物館長尾正義、八戸市教育委員会小笠原善範、千葉県文化財センター西川博孝、埼玉県埋蔵

文化財事業団金子直行、横須賀市人文博物館稲村繁、古原敏弘、澤四郎、竹田輝雄､横山英介

凡 例

1．遺構は、以下の記号によって表記し、原則として検出順に番号を付したが、途中で欠番が生じた

ものについては、当該年度中や次年度以降に欠番を補填しており、不規則な部分がある。

H：竪穴住居跡 P :土壌・土壌墓 F :焼土 F・C:剥片集中 HF :住居に伴

う炉跡 HP :住居に伴う小ピット SP :小ピット T&Tピット

2．遺構図中の方位は真北を、レベルは標高（単位）を示す。

3．掲載した実測図等の縮尺は、原則的には以下のとおりである。

遺物分布図 発掘区 1 ：80 遺構 1 :40 遺構実測図 1 :40

土器実測図 1 ： 4 土器拓影図 1 ： 3

石器実測図 剥片石器 1 ： 2 礫石器 1 ： 3 土・石製品実測図 1 ： 1

4．遺構の規模は、以下のように計測値を表示した。

確認面での長軸長／床(塘底)面での長軸長×確認面での短軸長／床(蛎底)面での短軸長×確認面で

の最大深さ（単位m)

5．土層図中では、土層の混合状態を表現するため、以下の記号を使用した。

A=B ;AとBがほぼ同量混じる｡ A>B ;AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。
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第I章調査の概要

第I章調査の概要

1 調査要項

事業名函館空港拡張整備工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者函館開発建設部

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名中野B遺跡（北海道教育委員会登載番号:B-01-39)

所在地函館市中野町98-1ほか

調査面積平成4年度3,550nf

平成5年度11,210'rf

調査期間平成4年4月20日～平成5年3月26日（現地調査7月1日～10月30B)

平成5年4月20日～平成6年3月25B(現地調査5月6日～10月28B)

2 調査体制

【平成4年度】

理 事 長

専務理事

常務理事

業務部長

調査部長

調査第4課長

主 任

主 任

主 任

主 任

文化財保護主事

嘱 託

嘱 託

【平成5年度】

理 事 長

専務理事

常務理事

業務部長

調査部長

調査第4課長

主 任

主 任

主 任

主 任

主 任

文化財保護主事

嘱 託

嘱 託

寺山敏保

永田春男

中村福彦

中野眞吾

森田知忠

高橋和樹

和泉田毅

遠藤香澄

花岡正光

谷島由貴

熊谷仁志

山原敏朗

村田 大

倉橋直孝

寺山敏保

永田春男

中村福彦

伊藤庄吉

森田知忠

高橋和樹（発掘担当者）

和泉田毅（発掘担当者）

遠藤香澄（発掘担当者）

花岡正光

谷島由貴

山原敏朗

村田 大

倉橋直孝

(発掘担当者）

(発掘担当者）

(発掘担当者）

3調査の経緯

函館空港の拡張整備工事に伴う発掘調査の始まりは、第1次空港整備5カ年計画が打ち出された昭

和42年に遡る。以後、昭和51年に開始された第3次空港整備5カ年計画の終了までに、函館空港1，

2， 3， 4， 5， 6， 8， 9遺跡、中野A、B遺跡などで発掘調査が展開されてきたが、その経緯に

ついては、すでに触れたところである（北埋調報79．84)◎中野B遺跡については、函館市教育委員

会によって、昭和50年度に、進入灯工事区域1,920㎡の発掘調査が実施されており、主に貝殻文尖底

土器を伴う竪穴住居跡21軒、土峨15基などの遺構や多数の遺物類が検出されたほか、22基のTピット

の発見があったことが報告されている（函館市教育委員会， 1977)。その成果から、中野B遺跡が縄

1
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第I章調査の概要

調査年度’ 調査主体 遺跡名 時期 主要な遺構

昭和42年度 市立函館博物館 函館空港第1遺跡 縄文時代早期末葉

縄文時代

擦文時代初期

竪穴住居跡

Tピット

1

54

昭和43年度 市立函館博物館 函館空港遺跡群第2地点

・ 第3地点

第4地点 縄文前期中葉 竪穴住居跡

貯蔵穴

Tピット

60＜

20

56
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へ

地
地
地
地

５
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８

９

第
第
第
第

縄文時代早期前半

昭和49年度

昭和50年度

市立函館博物館 函館空港第4地点 縄文前期中葉

縄文時代

竪穴住居跡

土壌

Tピット

55

35

108

昭和50年度

昭和51年度

市立函館博物館 中野A遺跡 縄文時代早期中葉

縄文時代早期末葉

竪穴住居跡

士曠

竪穴住居跡

石組炉

Tピット

竪穴住居跡

土壌

Tピット

６

胆

８

１

汚

一

飢

妬

躯

縄文時代
こ■｡ ● 午■■■ ＝■■■＝＝÷ ÷ ● や●●缶七申 ■ ■ ■ 申 ■ ■

縄文時代早期中葉中野B遺跡

縄文時代

昭和53年度｜函館市教育委員会｜中野A遺跡 縄文時代 Tピット 7

平成3年度 側北海道埋蔵

文化財センター

中野A遺跡 縄文時代早期前葉

縄文時代早期中葉

竪穴住居跡

竪穴住居跡

土壌

Tピット

１

岨

加

皿縄文時代

平成4年度 側北海道埋蔵

文化財センター

中野A遺跡 縄文時代早期中葉

縄文時代前期前葉

竪穴住居跡

竪穴住居跡

土壌

Tピット

竪穴住居跡

土壌

Tピット

伽

２

肥

仙

一

偲

刊

岨

↑

１

縄文時代
白色●e心①今｡■■■■＝一＝■ 一今 七 ● ●ず｡■■｡ ■ 申● ■ ■■ ■

縄文時代早期中葉中野B遺跡

縄文時代

平成5年度 側北海道埋蔵

文化財センター

中野B遺跡 縄文時代早期中葉

縄文時代

竪穴住居跡

土壌

Tピット

205

85

29

表I－1 函館空港拡張整備工事に伴う年次別発掘調査結果概要一覧
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